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実り豊かな年を
願って

■ 中標津町農業協同組合

代表理事組合長高橋 勝義

「＿国

す々まゴ'２でてし乳鵬川本の」l§米11スは股るまＡ裏え原１２｝11,統粉１１’しつり
ｚるのすよ－おて１１上iWfを櫛イ|ミノノに畑そ父一場’１１次し斜した料に荷いIllliでiM』たビさ」1Ｘ

愛騨蝋鞍鯛撫蝋緋ｌｉ
満あ、ン1胤１分｜Ｉほんにるが銭、ｕし符迦よなの奨粉｜ま、らよ,fijのて雅
介’）iMlト数二liIl機、で、,１７必す行｜きた哩憐Ｉ）ごflfリ,1をザし２１１１１：にと雄は金

illi鮮議|繊鵜騨辮;繊騨ｊｉ
ｌと怠様兄で,汁推１１のすとてまの弊達も従たしたﾉ]が望１１ムトヒ減、たぐり’に

I〈訂Iji,iiiiilゼ蝿。＆瓢１文iliiiIli撒胤｛，驚刊llB蝿：糠。,i,!￥ｉｉ
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どののＩｌＪ１－ｒ１ｚの阯硬る孫なすｊｉｉＢ，没とき、すあ細りけⅡＩｆ１：WiZにろが参｜まるいも
の･様すた願がて’12ＭAきく｜荷|眺１級の策つめででのお除説''1：公>|<とのパを典て
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決意新たに
鼬

北海道農業協同組合中央会

会長宮田 崖
■￣ 

経Ａ臓物腱対頼７ヂフ備をリ僕がのい’]りに仁｜｜道よす
憐グしＩＩｌｉｆＩｆ膿処１１１１の北にノノをヅビ｜｜状にばよＭＭにう水ｏＩｉｌｉｔ
がルい格雁業し復拡海残え被''２蹄刊ｆＩｌｌｌｉらリイ〈おおイｌＬん
宏｜状の物をてが人泣念ｉｉ'ｉｌ）し疫で賂つ、足什折がで
定プル。低の収まlIxlllﾉﾉとな！'ｆ、、にあがき膿、る’）希斬
的北に迷輸’）いら」1：しこがさ′|ミ縦’ノｌ１ｒが作季腱li1朝イ|ミ
に海，,',：と人巻リオＬにてと減ら」雁きま迷兄物節Ｉｉ：しにの
樅ｊｉｉ［、紫に〈まる労、で進（こ片、ししらに的物’１１１１'1ｉお
移はし菰｜'ド１１'；すよダ）１$〔あしｉｌ１ｊ・ｌ１ｆた、れ被なのげち唆
す本て悴い勢・う、１１１りてY'ｉＪＩ１４・膿た（iデ人作またぴ
る道お柵：、は総・究、い什八)Ｌま家二をＩｉｌ:ｊ附すイド を
よ農りな｜':｜、ノｊｌｌ１ＵｉＪるには）}た緑と受なは･しＩｌｌ
う業まど｜ノリ忍をもと八こ対人に、清かけど、昨なし
政、すに，lｌｌＬｊＷあlIL風グとしきＢ‐ほら、の低イ|見Ｉ）上
府農・よ蒜すげく評ルばイくなｓｌ''二厳総，１，１，膨温のまげ
に家Ｊ’）Ｉ獲るて（に；被ＩＪＩ言安イ「Ｆイｌ２し休髄禅やイ式すま

忠司角

．の雄らもしの，甑’１'ｉののと十一卜の北項食提多がⅡ１５鋤
〃実物に、て（「し築腱llillし‐三さ足、と料案ＭｉｌｌＭ年まき
、践を悩食化でまに｜＃Ｉ定て111：lIi’て」扮今へ安の１１り｜||；のたか

』な供１１科榔あし|ｲＩＬを、紀ＪＪを後の公災機さｌＩｆ'
Ａど給滑、迫りたけと跡司の八Ａ雌の考保呪能ｊＬ‐

iii1蝋蒙織離灘ｌｉ
蕊灘難繊;窪螂灘

元孟

のす！！がを難Ａ強Ｊ水産グらＡＬる取力Ａたl1i：
ごよ砿皆新の１１kイヤ｜級Ａ比のルオしづへりこグな｛|；
|臭うの様たＩ化後｜ルな維率１１１てくイボＩｌなル股、
拶心川仁に進仁の経常１｢IIuブい経オみど｜脇ｌｕＬ
とか米とすに、Ｉ１ｉ：溝の」ｚｆｉＥ化る構うやのう金協
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年頭のごあいぢつ

北根室地区農業改良普及センター

所長長里予完

尖｜ＩＩＬ八みもた’''１がでしみ１１１１過Ⅱ灼暖111り’'１いま

鰭几澱Ⅲ。'し蝿読息し桝鯏〈31Il1ifjHM|(＝Ⅷ
賑灘〈IWliiliiiii壁紙；瀞￥j９１''''２雛i;,{ｉ＃

鰹1蕊lliii灘ii:1Ｗ雛
少で，ｉｌｉにｊｌＸｿI；ｉを収蜷１１１ｌｂ龍1,1自よたが拙牧１４〔心、で

繩MaWllji，↓iMi賊IIlill郷ﾙﾎﾟｨｷﾞ(iii鮒艫；
っ‘ＵｉｌｉＩ［て，ドグ）’）や場｜|炎に，ＪＭｆｌ２な水般イi三，iｊｌ２お族ご
た鈴をはイドヅビまやIHIイ《推仁を〈１，ｔによ排（ｉｆ，Ａｉおざ
もし雌・li2′|芒し卜.雄ｌｌｌｉｉ移進「綿・低りもよぴ揃ぃ

￣ 

てりのと廻り,i：き腱るｉｌ↑てＬＩｉｌｉリ峡つこなしイ|さ１２の
い、焼畜に～l1i；てをとこのき、イ１２，期いまと〈た収〈1三の
ま食ｊｉｌｌの左Ｂ年い取『i「｝′|くま孔刈Ⅱ'リにてたが、ｏ１Ｉｔｌｉ〔‐
ず１１１処検ｌ）Ｓノしまりわ．’雁しＩｒ比１１；ｉｋも、１１１，収だｕを｜|Ａｌ

:;蛎:Ｉ夢粋MMg:→Ⅷい}い…
＿らにⅡi：'１：ま・二を｢はｂ－ 

ｉ１ｒいば仁こいＺＩ・左ｆ'三111直し，ﾄﾉＩんＩｉｌｉ１Ｌｉｌｒ
イ［'１：しま食よのて.‐らは物たｒｌＩ６保まく

擁１－－……
いすとるこも八）］な・で゜も特すし、
｜Ｍ１が蝋！》と｜iii訂まか’１１：あ良にるたで
題、境とはイドｌｚでつイlきるい人こがん
がまの脳（ヤテよＩＪ１ｌのたの１２結きと、粉

々に代まん１{i’て産とう′１２をｌｊｉｉｆｌｌ１，｜,上は
と、にすの」ｚ椎｝,１６を朧ｉ{ト’ﾉﾄﾞ米はｌｆ
ｉ起ｌｖＭｆな。｜［し移はあ暖にるもま平「

P￣ 

げ様て迄の，mIifでの労ぱ′|【とが代すに〈司低
ての今お援｜ドィ,ＩＩｉｉを、ｌＩｌｌ勧なｊ雁′1：でか環にるたるハ迷
祈ごイ1ミリを及築ｌｘｌ統越ノノリコ瀧あか境なのいのサが
ｲ1畠健がま、セがＩ）憐・のまスｌｉ１ｉＩ）Ｉ）にリにしでツ統
の勝’ﾘ}す．ン必なの糞過せ卜でまま配ま、変はうい
ごとる。）(ウタ鍵が合ル'〈ＩＫん１１KはすずＭｊｉし－〈＼なＬて
挟ごい強｜でら」9M吋..「、、がしたルリ・いのい
拶多年めさは、化策施呪の外、た゜の宏で取ま
と：1膳でて地な地と衣，波状ｼﾞﾌﾞＩ';’ざ，１１と配心し糺ｌす
いをあ参戦い域介どののノノをけ業臓なよら・
たおりＩ）賑で′|ミわをｉＩｌ１Ｗｆは恵てのが食う’１ｔノヂ
し折、た興し産せ蹄越か進識迦展ｌＩｌＩべか典後
まりごいによシてま・れめし札｜＃］わ物・には
すＩ|，家と’1りうス葱え後てなななはｊＬをｉｉ'ｊなＩＷｆ
ｏし族忠わかテ雛た継いけがい『る′'２１？つ膿
」ご憐つる.ム政Ｉｌｌ潜るれらこＩＭＩ｜聯耀掎て版
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中標津町農協女性部

部長横田純子

中標津町農協青年部

部長佐々木大車甫

■
■
ｑ
■
日
日
■
■
０
日
０
０
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
■
■
●
■
●
■
■
■
□
●
■
●
●
●
■
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
印
■
■
●

祈
征
‐
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
特
様
に
は
ご
家
族
お
揃
い
で
新
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
お
慶
び
巾
し
上
げ

ま
す
。

昨
鏥
‐
の
年
頭
に
は
仮
‐
穂
無
蛎
を
祈
っ
た

の
で
す
が
、
過
ぎ
し
平
に
は
脚
内
外
共
に

余
り
に
も
様
々
な
嚇
が
あ
り
す
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
余
波
が
、
私
推
一
の
経
街
を
締
め
つ
け

な
い
よ
う
願
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

広
が
り
す
ぎ
た
澗
曲
杵
と
の
満
を
埋
め
、

い
く
ス
ム
ー
ズ
な
流
辿
に
な
る
よ
う
、
マ

ス
コ
ミ
な
ど
に
対
し
て
も
片
寄
っ
た
報
道

に
は
な
ら
な
い
よ
う
、
私
進
久
性
も
安
全

代
の
Ｐ
Ｒ
は
ｆ
叩
欠
で
す
。

ま
た
、
念
願
の
川
に
交
流
施
俄
も
形
を

たｌＷｆｌＩ１１ｉ風がたず膜すイドかま
こ゜農格，ili雄が’'１１１にⅡ↑・にれすｉｙｒ
の家が彼兄、，ilUもイドなま゜イ'2
様に紫．`【；さノＬな忠をりし組あ
なま瀞もれ）１イドま振まて合け
状でし了、仁でオし’）すは典ま
ﾙﾋ人、伝ｌｆｌｌ１は畑返よ、、’
ﾄﾞき’Ａｌい態｜ﾉﾘ泰’１：’）う本Ｉ'「て
、な’卜濡は初い、まおイドイドお
我影農オし怠のか酷す折が部の
々禅家ｉｊ：変Ｂと農と’）希ｌｉで
!\をの、しＳ忠」|§、’'１報のと
年’ノみ廃まＥわに存しにヤテう
部えな川ＬＭＡれまよ’二illlli様ご
典まら’卜た斎まずりげちにざ
はしずの.’卜しまノ〈またおい

乞弔■

な
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
拠
点
と
し

て
、
洲
曲
杼
や
小
呼
乍
化
な
ど
の
体
験
交
流

な
ど
、
様
々
な
新
た
な
出
会
い
の
座
が
り

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
川
紳
し
た
い
と
川
し
い

ま
す
。

介
性
関
係
で
す
が
、
独
、
の
聰
雄
な
ど

で
き
る
よ
う
足
兀
を
脚
め
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

家
庭
・
地
域
・
社
会
の
、
眼
役
で
あ
る
の

が
女
性
で
す
。
農
家
化
活
の
斑
か
さ
を
、

家
族
の
健
峻
と
比
〈
に
守
る
の
６
女
桃
で
す
。

そ
し
て
、
女
性
の
笑
顔
・
ス
マ
イ
ル
を
忘

れ
ず
に
家
庭
の
太
陽
と
な
り
、
へ
‐
年
．
年

ま
た
共
に
域
振
り
ま
し
ょ
う
。

牒
様
の
ご
雌
服
と
ご
禰
離
を
ご
祈
念
巾

礎ハ代といが感だ部まかやを・
琢ワを１１k忠のｉｌｉをい１１たけ膿持人
J艀｜乗後い抗イド持ての、て政ちひ
しがりにま侍ｉＩＩｊちおｆＦＩｊｆい、、と
を必切なすちを、Ｉ）様イド<ｉｉＩｉたり
が典る’ノ･で良役まに部ＩＩＬ（'１<か
ら不仁ま参〈典すは活が箭・さ今
、’りけす川]す「Ｅが多励必にんま
艮欠、が、るせ、人に婆ｌｌｉので
きで，'ｉ、脇んでよなつだイドリド以
,!『すイドこノ」だはりるきと部をｌｚ
ｆ１：。部のしとな_脇ま魁の学の

iiwiiiｲﾄﾞ';鯰鰯、にさい
たⅥと｜l#いら分圧た、。げＭルヂ､

Ｆ爪

臣二重

し
ｔ
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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地
馬 の人の‐トリ二状業ヤザで

聴き［'１二六令法ル１１概説様の１x
卯〈で億億瓢に、ルヒＩﾘｉの［１成
が、６１リニｚｌｉつ縄、し怠傑十
反地准のＴ・菜い鴬牛た兄でミ

'搬艇#職iｌ
職蝋職,'1蕊ｗ
とし外しなｉｌｉ

:丙iiiIw：鯰織：
れ|『;び、ｒｉ年政一脇施（｜
ま頓がこ=よ縦の鞭とま

皆様の意見を検討し、反映さ

せてまいります。

一伝

蜜
を
終
え
て
Ⅱ

先ははて作さ落Ｍ瓦〃です
ＩUIB=販八付れが版ｌ】）‐1111゜
とＳ億シＩ６Ｔｌｌｉｉま統充の憶充
ソビＥ１Ｉ１数Ｊ１.イノ（すいで榊二，|『
'１：ののｌＩｔ１Ｔの・てはｊｊｌｌＴ業
農状琳の〃1ＮまおＢと刀で
家況加減１１１力ⅡたりＳな１１１は
仁報と少のと、、Ｅつ
対｜【「ならｊＷＩＩｌｉ腱午発て’''１１乳
すのつあ、勝ｌｌ眉後と|芒お体代
る１１’てつ一の物の後ｌ）肌へ
今でおて刀聞で影、また合
後はり、、鵬は蝉’111ｉす_柵
の、ま命でも人が格が臓給
対原す体んあ根心の、八金
応［ﾉ１°で粉つが配ｌｆＩｌＡｌ千一

で１１］どＩｌｌｕｌリ換林りしをす
はのが科Ｉ１Ｎｉ－＝公、たＩｘｌｒｉｉＣ
２噛噸九１１１の億）iｉｆ余、る付・
ＴＤｌＭ１１１Ｔ,ｌｆｊｌ１Ｊｉｌ背体農べ金
万とし上業ｊＩＩｌ１Ｔ換で家〈で
１１］な、ｉｒｉでと刀几｜・経公は
の’）企刀はな’'１億八憐ＩＩｉｆ、

雄1,灘f蕊ｌｉ

:誹篶護辮
蝿Ｂ“〃,,$艇ょと澱ＦＩ１ｉｆちに的総

「｛Ｆ’ 

股のな透でたて膿に
家N・ど’１１]ん経・行家つ
の川１にな粉鴬〈をい
利Ｉｌｌｉ）１１状が術べ守て
川ｌＩｆ途DlL輸造きる、
す’イリ憐か人対とくｌＫ１
るＬ換ら１］策の〈、
大のさ、｜{１』|；意対IHI
根施れ′１２化業兄策係
播投て食’二でがを機
祁とお・よ’よ多、’1Ｍ
機しり加Ｉ）、〈強な
・て、￣1冒光馬あくど
ハ、こ・行鈴リ要に
ｌ畑れＷｕきしま諭滞
ぺ作ら子／「よしし礎
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鱗塞鱗騨織騨灘・りてを糠ものし施なを部･ので人別
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建
築
廃
材
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再
利
用

オ
ガ
ク
ズ
生
産
プ
ラ
ン
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
装
縦
は
．
次
破
砕
機
に
よ
り
原
料

を
人
ま
か
に
粉
砕
し
、
．
『
次
破
砕
機
で
さ
ら

に
』
ハ
愚
，
か
ら
１
．
蟇
‐
の
細
か
な
オ
ガ
ク
ズ
に

破
砕
、
化
雌
す
る
も
の
で
す
。
網
の
Ⅱ
を

挽
装
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
サ
イ
ズ
の
鍵
化

I樋ンれか
付`リブまト｜
を1,Ｌ約すけ
八のＨｏら
,：製卜処ＪＩＬ
サｊＭ２ＪＪｌ１、
イはＩ能イリ
ズ、三ノノ川
'二二卜は什
破ｌ：台、の
砕礎分一班
しを。Ⅱ求
た経に仁
もて卜応
の処」え
で鍵ダル〕

鈩干、

手の中のオガクズ｡原料は､解停した家屋などの建築廃制です

中標津町内で土木エ事一式、砂利・砂。黒木販売､一般・

産業廃棄物処理業を営む中村興業株式会社(中村義信社長・

中標津町東32条北１丁目３番地）は、建築廃材を粉々に砕

いてオガクズ化する装置を導入、１２月１０日に根室支庁生活

環境課の検定を受けて本格稼働に向けての準備が整いました。
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め
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八
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「
ク
ッ
キ
ー
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じ
ゃ
れ

つ
か
れ
て
さ
す
が
の
鑛
肺
く
ん
も
、
タ
ジ

タ
ジ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
か
。

火
き
く
な
っ
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朶
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を
マ
マ
仁
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し
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．
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た
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、
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さ
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敏
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け
ど
、
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も
学
校
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光
化
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、
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１
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☆
ふ
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ん
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ゃ
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…
」
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瓶
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て
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〃
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
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ち
ゃ
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十
一
月
一
一
十
八
日
、
二
十
九
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
、
当
農
協
主
催
に
よ
る
乳
質
改
善
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

食
品
の
原
料
を
生
産
し
て
い
る
と
い
う

誇
り
が
持
て
る
生
産
者
を
目
指
し
て
。
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イ
リ
ア
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ィ
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究
所
・
伊
騰
紘
一
氏
を
迎
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、
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Ⅱ
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協
和
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●
乳
質
改
善
セ
ミ
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象
現
地
バ
ー
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ミ
ー
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ィ
ン
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傍凶萬？ 一艫 |’ 
熱弁をふるう伊藤氏

侍は社とにつ１をさ
し′lニな極な二受根・腱はれ
た朧い１１９つⅡけ本搾賜る、
い者でにて間」|：的乳・か参
も命し取研のめに手乳に加
のてより修セて改lIIi牛超:蘭
でがう組しミお禅と環えも
す誇かみ、ナリす、境る子
ねり゜、司｜まる翁・数忽
゜を今乳でしたて搾と
排後質、ために乳な
つのＬ当・のおシり
て足と渋秘いスま
、がい脇策てテし
出かつ2ｋを乳ムた
荷’）た乳、髄・・
でに問生参をパ
きな題産加総ル
るつに稀講什ク
、１た対が（土的ク
をのし－奥にｌ
ｊＵＩで､て九剣Ⅱラ

し指がし司いilllllなン象てて区
てし排て食こて１１せわミとい搾・
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大些るるのセ修削、テて久な渕
々をｆ'三とＭ１ミし》ｉｔ′にイ、性ど近
的テ艦い料十ま対崎ン呪をに樹
に｜渚うをＩし策激グ1m１Ｋ携牧
企マを誘生はたに・がパ点わ場
ｌｉｌｊｉと「１１）｝龍、。つ体行｜A１つに

Ｆ印ｂ

ＪｆＥ、 一一適切な介護サービスを
学んで。
ＪＡホームヘルバーフオ□－アップ研修会
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＿葱を1,116学がイ１１レｌ・館１の
を参欲収ズlilili科リメプマ’１遙人でフ父1
19ＭⅢ的１１｝に‐行が他力ｌｉｍＩとｉｉｌｉが｜＃Ｉ才媛一
緋・勝にすメ`ｌが行～（ニ議しＩｌｉ参Ｉｉｌ１ロ雛）］
い令取る応聴なｉｉＩｉク、たはjIl］さ｜とこ
たＬｉりたすjlIわ状スま荊司しオＬアし卜
しが組めるしれ・へた淡介ま、ツてノし
ま」|』ん、適、、糎力：、、,灘し符ブ、Ⅱ
す域で参則か盗衣ち午ビＩ）した｜ﾉﾘ（ﾘｆＪ、
゜でおj11なつ｜ｉｆ炎上後デ険･の修Ａｉｌｌｊ
ｉｉＩｉリ苦介多取換がかオのイィ会ホ齢
蹄まは,渡.様得なＩ）ら’1129,ｌ安が｜％
さしそサ化後ど・はｉＷ状格、ムルｉｉ
ｊＬたれ’す、の起、、Ｌ什艇へ靴
る゜ぞピる腋フミきボグを約瀧ル活
これスニ々技ﾋデルテ＝会パｌｉｊｌ
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ﾎﾞｾﾞ蓼１７籍紬詞
ｊｉＷＩＭ鯖（＄
烏賊課鮴彊
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まこらほしケたシ
ーもとかま１．１
よつ終、しキミ
うた輪作た．ズ

、

クリスマスの演出に一役。ヘ
女性部トールペイント教室

っ上作ｉｌｉｉゎぃ間まる′｢てｌｉｉ１て
たき好しみれわｌｉｉたしサをい識さ、卜
作つ,il［た、ろＬそ'１芒たン州るill1iれｋｚ
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をりちの、ブ）とけみロＴ」、′患、トト１１
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たマ終′（,'i/,Ｉ１Ｕ色、１１；ス心光１ﾉﾘ人ル鵬
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し,訴流機漁１１１１を炊く＃;トス漁<ご
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青年部の楽しく学び活動したページ

「
誇
り
と
宮
覚
を
持
っ
て
、

中
標
津
酪
農
の
発
展
に
努
め
る
」

を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
。

’
１
１
‐
・
１
－
１
‐
１
１

鑿
讓

と
－
ご
一
訂
》
ご
鷺
・
鳶
８
鼠
（
ｒ
）
、
７
日
‐
（
金
）

全
道
Ｊ
Ａ
青
年
部
協
議
会
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
＆
第
五
十
回
全
道
Ｊ

Ａ
青
年
部
大
会
が
十
二
月
六
日
、
七
日
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
札
幌
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

蕊
－
こ
こ
ら
ク
リ
ソ
一

。
‐
・
鰯
肘

Ⅲ
出
口
Ⅲ
回

可

1１ 零雷p五面

､(ｾﾞゥツ

Ｉ 

ｌｌｊｉ 
国

■'_し由等

（ 
円－■ 

７
」

「ト)上ｉＬｊ'．ま’１２１１とも雌たにり水お’1Ｗ
二Ｌ災腿た供し狡のの次ま゜ツブとの彼１A式
|｜ま公念そのた数ノ|：ＬＩｌｌ’ため１１食露しりlL
llLが1MＩＦう炎・ilIli柄の氏、る党を｜’たで
はたｉｆｉｉｉ（でnJ将ををテが,;しＬを父が後は
、。なのすノｊにしし１コ念を排え行、、
'ﾉミわ後・に数ててマい，撒〆ちるな〆朧
絨オＬ、は師いいでのｉｉｉ（ツ、艇わ・ソ代
発、（il］とをたた、ちで七ｉｌｉ紫肛七の
炎初立てし頃ｕｉ淡はｌＩＨＮＩ１ｆ、,〉｜会
ﾉ（Ⅱ几もてのの路こ、ジilkイ１２，１ジｌ２

ｉ９ｌＭ鷆澱?；撫繍
年を,;じせはさ、絵し灰ま発の(ミグ状
の終念ら、北小ｒＬＩき行し展誇ｉｌのを

全
道
Ｊ
Ａ
青
年
部
協
議
会
創
立
別
周
年
記
念
式
典
＆

第
印
回
全
道
Ｊ
Ａ
胄
年
部
大
会
に
参
加
し
て

１ 一氏

印
凸

『

どまたしイｌｚｌｌｉＬと可はｉ２
んしが今たのNll越輝Ｊ張
参た、１１１１°ｉきがしきＡな
りⅡ｡と初帳なたの，ｉｌど
し次てめばかテあ根が
てｌＩ１ｌもて１１１１つ｜る別行
６か只参〈たマｊＬ１Ｉｆな
ららいDIIこので城イ|くわ
い膠勉さとでブ&作部“
た''７強せが、ユミリの、
いいにてⅡ１，発をを彫根
６部なら米紙しⅡ１１１寵
の、る，､＞ずヅビまｌｌＦｆｆＶ地
でもとい残』としし氏区
すど忠ま念やたてがか
･んいしで，ｊｆｏ砦、ら

青
年
部
副
部
長
購
兄

腿

'1２ 



●■｡■●●●●●｡●｡●●●巳●●ロ●●●●●□●＆■■●■□
●
■
●
●
Ｐ
■
●
●
●
●
の
●
●
●
●
◆
■
●
◆
●
己
Ｏ
Ｂ
■
●
⑪
■
●
●
■
■
ご
●
■
■
■
●
■
■
■
●
●
■
●
●
巴
◆
●
●
■
◆
●
●
０
ｓ
●
●
●
●
⑪
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｑ
●
●
■
■
●
０
■
勺
■
。
。
■
０
■
□

賞品がかかっての
余興やゲームで、
楽しいひと幟

、青年部反省会）１．羽隆司

■
０
一
■
●
■
●
●
●
■
■
（
■
□
●
ロ
●
●
■
の
●
■
句
の
●
、
■
、
ロ
Ｑ
●
●
●
●
ロ
ー
●
▼
ロ
■
●
■
二
■
●
■
■

‐よヤまか少ンヨ分筒さリヤテしの
ｲｽﾞ）えＩｌＭ１るンずかしケンに公、始進さ１１「たｉｊ・卜
締行をＴケのつ地ン褒ながＩＩｑめりんイド.]｛［
ぬ会過｜リン鴨てlLltゲＬｉつス」Ｉｉにまち部、）］
でのごジ式りいな｜公たタＭｌ、し参１１）え卜
終締しヤｊＬｌｚる余ムがと１部｜/l：た卯の符Ⅱ
「めまンｉｉｉビがと典・全こ卜艮々。Ｌ他公、
しばしケヘ’ノいでビ興る゜の木て、をｌｉｉ
ま、まン＝・うしンをで粁乾部、イ'１ニノヂイド
し鯖し￣ｌｉｉＲｌｌｔこたゴけし、l;イ」と/i、い宴パ|’
た几たでⅡ後とがゲなクほののイ'二農では
｡ｉＩｉｌｌｏ、ははで、｜いりろハ:挨．I剛行今
部鞭イ「ｌＴＷｉＩｔム、エ解蚊拶イド職左イド
１ミし,,ムミ｜'｜まＡ,１，なジ｜いで仁を」！い１１ｔ
のいにジ十がビヤシ抗瓜統賑のま後

■●●●●●●●□■●●■●●●●●の●●●●●●●①●●●■■■■●■●Ｇ■巴●■▲■■■

７コ

■■■■■■■■■■■包■■■■■の●￣｡●凸｡■●凸■■⑪公■己■■■■

－－－=三一至冨＝
￣ 

今一度､搾乳機器、
手順などを見直して
みませんか。

《
■
●
●
●
＄
●
●
●
●
●
已
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
●
■

ロ乳質改善セミナーＩＩＬイミ信幸

：ま搾キ今格い位勝二鱒変チい）,ｊま始初こでン
.せ乳ロ‐がllhまのがのになエゾギ｜ﾉﾘ（１）「しめぬう行ドト
：ん･機で度雌近しlmiS少［］つニツ段容したのていをホー
・か緋も、悪、たがな゛なとクワ）でい③舟！こうわテ１１

：？、多クな鉦。危く'１Mfをし擁しもし渇近'i脚れルー

ド灘職蝋纈｛
の

： 

：．〈ｌ藤緊だＷｉ、多ト

蝿灘灘騨iiゴ
： 

： 

： 

●つ●●●●●■●◆●●●●●●●●●●●●●Ｂ●■●●●■●●●●●■●●■■凸●■●●ＣＧの､●■●●●●

■ 

ｑ 
■￣■■▲■■■▲■｡▲■●￣凸◆●■●●●■■●

1３ 



一
秋
晴
れ
の
中
、

｜
楽
し
く
プ
レ
ー

）
し
ま
し
た
。

》
●
熟
年
会
親
睦
ミ
ル
ク
ボ
ー
ル
大
会

■
●
●
●
■
■
■
■
Ｂ
●
●
●
●
●
●
■
■
■
●
●
●
●
●
■
●
■
●
□
■
■
●
の
●
●
■
①
●
●
ｑ
●
●
●
●
●
●
●
０
０
●
■
■
●
●
●
０
０
●
●
■
■

■
 

■
 

□
 

●
 

●
●
Ｂ
■
●
■
●
■
■
■
■
■
●
ら
●
●
●
■
●
●
Ｂ
■
●
●
●
●
●
●
●
●
．
●
●
●
●
●
◆
◆
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
◆
Ｂ
●
の

「ぎあホ慌遮人いにリＩｉｉ１Ｌｌｌｋｌ

辮臘ｉｉ雑ii1iⅢ雌＃
“綿ＨＡＩ｛ＷＭｈｋＭ,＃脳人ｲﾐﾎ

雛1鰐蝋ir鰍
ミ’'1：ｌｊ熟

クトⅡ公

，'６１}'噂賎Ｗｉ縦iii；鮭,トボ''しい燗１

Ｍ懸董繊了締

疸寄員

■■■■●■■●●●●■▲▲■凸●▲▲▲■■▲●の￣▲■●●■▲●⑤▲●｡●■●▲■▲●■①▲品●▲■△●■■■▲■■●●■■■■■□■■■■●■●■Ⅱ

鰯
、

日頃の練習の成果

四

灘議 を発！ し､白熱した錆
Ｆ＝ 

Ｊ,肌

出
Ｉ
Ⅸ
Ⅲ

Ｉ
 

ﾌﾟﾚｰが続出｡／
一

■ 

邑認 ＩＤ熟年会親睦ゲートボール大会

し紙怪梼Ｔャさくで勝の卜地六技Ｉものムセポ

羅溌蕊Ｈｊｌ２よ」|：及・ス１１桧

、糯いりまルイド

ｌｐ 

鰻
￣ 

… 

＜出己

ｊｌ 

Ｌｉ農!』

－
 

ぱ
ｊ
げ
ソ

h－ 

」

凸のI
ロ

1４ 



第
八
回
理
事
会
の
経
過

几八１－：/（｛［１ﾉリ＝￣へ｜)Ｍ
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i1il1サてにい1M;て、Ⅲ$'ｉ 
ｉｉ〔って償桁

12月の組合曰誌

１日第２回女性部50周年記念

事業準備委員会

営農計画書作成-22日ま

で

３日第８回理事会

同志会選考委員会

４日地区別懇談会俣落、第

二俣落

５日地区別懇談会開陽、武

佐、中標津
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幌

女性部トールペイント教

室

生食加エ部会役員会
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種子部会全体会議
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29日業務納め
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家て孔''三標体にＡの成地斜つんい
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良肉産乳Ｂて津組年研ん鈴
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）１場に充緊改つ産つ場唯
イミ１１Ｗつ状忍棒い帳い迎枝
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況fIjつに十谷瀧俄
に｜ｲi］いつA１公祇
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４杯三Ｋ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

組
合
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
年
を
ご
家
族
お
揃
い
で
お
過
ご
し

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
、
九
月
に
生
産
者
に
多
大

な
打
撃
と
不
安
を
与
え
た
Ｂ
Ｓ
Ｅ
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
早

急
に
原
因
究
明
と
信
頼
回
復
が
図
ら

れ
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

新
年
を
迎
え
組
合
だ
よ
り
「
な
か

し
く
つ
』
も
、
組
合
員
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
紙
面
作
り
に
新
た
な

気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
編
集
後
記
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